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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬瓶と、薬剤ポンプカートリッジであって、液剤内容物を前記薬瓶から前記薬剤ポンプ
カートリッジへ移送するための薬剤ポンプカートリッジと、ともに使用するための流体移
送デバイスであって、
　前記薬瓶は、薬瓶ストッパによってシールされ、投与目的で用量ボリュームの液剤内容
物を収容する、頂部が開口した薬瓶ボトルを有し、
　前記薬剤ポンプカートリッジは、カートリッジ先端を有する端部が開口したカートリッ
ジチューブと、該カートリッジ先端をシールするカートリッジセプタムと、前記用量ボリ
ューム以上の最大用量ボリュームの液剤内容物をシールするための、前記カートリッジセ
プタムから離間した摺動可能な駆動プランジャと、を有し
　前記流体移送デバイスは、
　（ａ）長手方向バレル中央線を有するデュアル開放端バレルであって、前記デュアル開
放端バレルを、前記薬瓶に入れ子式に取り付けるための薬瓶ポートと、端部が開口したピ
ストンシリンダと、に区切る交差方向隔壁を有するデュアル開放端バレルを備え、
　前記隔壁は、前記薬瓶ポートを前記薬瓶に入れ子式に取り付ける際に前記薬瓶ストッパ
を穿刺するために前記薬瓶ポート内へ延在するデュアル内腔薬瓶ストッパ穿刺カニューレ
を有し、
　前記デュアル内腔薬瓶ストッパ穿刺部材は、液体内腔と空気内腔とを備え、
　前記流体移送デバイスは、さらに、
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　（ｂ）前記交差方向隔壁とともに圧縮室をシールするために、前記端部が開口したピス
トンシリンダ内に摺動的に取り付けられるピストンヘッドを備え、
　前記圧縮室は、前記空気内腔に流れ連通し、
　前記ピストンヘッドは、前記カートリッジ先端に入れ子式に取り付けるための薬剤ポン
プカートリッジポートを有し、
　前記薬剤ポンプカートリッジポートは、前記薬剤ポンプカートリッジポートを前記カー
トリッジ先端に入れ子式に取り付ける際に前記カートリッジセプタムを穿刺するために、
主カートリッジセプタム穿刺カニューレと、副カートリッジセプタム穿刺カニューレと、
を備え、
　前記主カートリッジセプタム穿刺カニューレは、前記薬瓶と前記薬剤ポンプカートリッ
ジとの間での液体移送のために前記液体内腔にシール流れ連通し、
　前記副カートリッジセプタム穿刺カニューレは、前記薬剤ポンプカートリッジポートを
前記カートリッジ先端に入れ子式に取り付ける際に前記薬剤ポンプカートリッジを通気さ
せ、
　前記流体移送デバイスは、前記圧縮室内に空気を捕捉するために前記ピストンヘッドが
前記交差方向隔壁から離間する初期セットアップ位置と、前記摺動可能な駆動プランジャ
を移動させることなく前記薬瓶の用量ボリュームの液剤内容物を前記薬剤ポンプカートリ
ッジ内に押し進めるために前記捕捉された空気を前記薬瓶内に押し進めるために前記ピス
トンヘッドが前記交差方向隔壁に向けて挿入ストロークに沿って摺動的に挿入される最終
充填位置と、を有する
　流体移送デバイス。
【請求項２】
　負圧下の薬瓶と、液体内容物を収容する予備充填された薬剤ポンプカートリッジと、と
ともに使用するための請求項１に記載のデバイスであって、
　前記空気内腔を選択的に開閉するための手動操作式流れ制御装置をさらに備え、
　前記流れ制御装置は、最初に前記薬剤ポンプカートリッジポートを前記カートリッジ先
端に入れ子式に取り付け、次いで前記薬瓶内に前記液剤内容物を形成するために前記薬瓶
ポートを前記薬瓶に入れ子式に取り付ける際に液体内容物を前記薬剤ポンプカートリッジ
から前記薬瓶へ積極的に吸引することを可能にするために前記初期セットアップ位置にお
いて前記空気内腔を閉じるための初期閉状態を有し、
　前記流れ制御装置は、前記液剤内容物を前記薬瓶から前記通気された薬剤ポンプカート
リッジへ移送するために前記初期セットアップ位置から前記最終充填位置まで前記ピスト
ンヘッドを前記ピストンシリンダ内へ摺動的に挿入する際に前記捕捉された空気を前記圧
縮室から前記薬瓶内へ押し進めることを可能にするために前記空気内腔を開くための後続
の開状態を有する
　デバイス。
【請求項３】
　請求項２に記載のデバイスであって、
　前記流れ制御装置は、前記空気内腔に交差する流れ制御部材シャンクと、前記流れ制御
部材を回転させるための流れ制御部材ハンドルと、を有する手動で回転可能な流れ制御部
材を備え、
　前記流れ制御部材シャンクは、貫通穴を有し、前記貫通穴と前記空気内腔との連通を許
容または阻止するように回転することによって、前記空気内腔を選択的に開閉するように
構成されている
　デバイス。
 
【請求項４】
　請求項３に記載のデバイスであって、
　前記ピストンヘッドは、前記初期セットアップ位置において前記ピストンヘッドを前記
端部が開口したピストンシリンダ内に摺動的に挿入することを防止するために、前記初期
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閉状態において前記流れ制御部材ハンドルに当接するためのストッパ部材を備える
　デバイス。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれか一項に記載のデバイスであって、
　前記交差方向隔壁は、前記初期セットアップ位置において初期部分挿入から前記液体内
腔内に摺動的に挿入するために前記薬剤ポンプカートリッジポートとは反対側を向けられ
た移送チューブを備える
　デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液剤内容物を有する薬剤ポンプカートリッジを充填するための流体移送デバ
イスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液剤を自己投与するための薬剤ポンプは、典型的には、カートリッジ先端に位置する、
カートリッジセプタムによって密封シールされた開放端を有するカートリッジチューブと
、反対側のカートリッジ後端に位置する摺動可能な駆動プランジャと、を備えるいわゆる
薬剤ポンプカープルまたはカートリッジを使用する。薬剤ポンプカートリッジは、即座に
投与する準備ができた薬剤内容物を予備充填されないが、空の状態か、復元目的または希
釈目的で希釈剤が予備充填された状態で供給される。このため、薬剤ポンプカートリッジ
は、薬剤ポンプ内に挿入される前に液剤内容物で充填される必要がある。
【０００３】
　薬剤ポンプは、薬剤ポンプカートリッジの摺動可能な駆動プランジャの静的および動的
摩擦特性を考慮するために必ず較正される。しかしながら、薬剤ポンプカートリッジを液
剤内容物で充填するために液剤充填手順中に、摺動可能な駆動プランジャを移動させると
、その静的および動的摩擦特性が大きく変化する。さらに、薬剤ポンプカートリッジは、
それらの摺動可能な駆動プランジャが移動した後に、それらの摩擦特性が比較的大きく変
化する。このため、薬剤ポンプカートリッジは、好ましくは、その摺動可能な駆動プラン
ジャが移動することなく、その摺動可能な駆動プランジャが投与目的で液剤内容物の必要
な用量ボリューム以上の最大用量ボリュームをシール状態で包囲した状態で供給され、そ
れによって、薬剤ポンプの信頼性の高い較正された動作が提供される。
【０００４】
　国際公開ＷＯ２００７／１０５２２１として公開された、カートリッジとともに使用す
るための流体移送デバイスとの標題の本願出願人が所有する国際出願ＰＣＴ／ＩＬ２００
７／０００３４３は、その摺動可能な駆動プランジャが移動することなく薬剤ポンプカー
トリッジを充填するためにニードレス注射器の使用が必要であり、それによって、薬剤ポ
ンプの信頼性の高い較正された動作が提供される流体移送デバイスを開示している。
【０００５】
　国際公開ＷＯ２０１１／００４３６０として公開された、液剤用量を有するカートリッ
ジを充填するための流体移送デバイスとの標題の本願出願人が所有する国際出願ＰＣＴ／
ＩＬ２０１１／０００５３０は、薬剤ポンプカートリッジを充填するために注射器の使用
を必要としないが、その摺動可能な駆動プランジャを移動させ、それによって、薬剤ポン
プの信頼性の高い較正された動作を行うことができない流体移送デバイスを開示している
。
【０００６】
　同様に、バイアルとカープルとの間の液体の双方向移送のためのデバイスとの標題の、
Delayに付与された米国特許第６，７５２，１８０号は、薬剤ポンプカートリッジの摺動
可能な駆動プランジャを移動させ、それによって、薬剤ポンプの信頼性の高い較正された
動作を行うことができない流体移送デバイスを開示している。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　薬剤ポンプの信頼性の高い較正された動作のために、その摺動可能な駆動プランジャを
移動させることなく薬剤ポンプカートリッジを充填するための流体移送デバイスが求めら
れている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　概して、本発明は、投与目的で薬剤ポンプカートリッジを液剤内容物で充填するための
流体移送デバイスを対象としている。液剤内容物の用量ボリュームは、薬剤ポンプカート
リッジを充填する前に既知であり、したがって、薬剤ポンプカートリッジは、その摺動可
能な駆動プランジャが、液剤内容物の用量ボリューム以上の最大用量ボリュームをシール
状態で包囲した状態で供給され得る。その結果、薬剤ポンプカートリッジは、その摺動可
能な駆動プランジャを移動させることなく充填され得る。それによって、薬剤ポンプの信
頼性の高い較正された動作が確保される。本発明の流体移送デバイスは、次の２つにタイ
プに区分され得る。１つ目は、投与準備ができた液剤内容物を薬瓶から移送して、最初は
空の薬剤ポンプカートリッジを充填するものである。そして、２つ目は、液剤内容物を薬
瓶内に形成するために、最初に予備充填された薬剤ポンプカートリッジから液体内容物を
薬瓶に移送し、その後、液剤内容物を薬瓶から薬剤ポンプカートリッジへ移送するもので
ある。後者のタイプは、復元または希釈を目的として、最初に予備充填された薬剤ポンプ
カートリッジから薬瓶内へ液体内容物を積極的に吸引することを可能にするために、必ず
、負圧下の薬瓶とともに使用される。
【０００９】
　第１のタイプの流体移送デバイスは、長手方向流体移送デバイス中央線を有しており、
また、デュアル開放端バレルを備えている。デュアル開放端バレルは、交差方向隔壁によ
って、薬瓶に入れ子式に取り付けるための薬瓶ポートと、薬剤ポンプカートリッジのカー
トリッジ先端に入れ子式に取り付けるための薬剤ポンプカートリッジポートを有するピス
トンヘッドを摺動的に受け入れるための開放端ピストンシリンダと、に区画される。組み
立てる際に、薬瓶は、薬剤ポンプカートリッジと連続的に液体流れ連通する。薬剤ポンプ
カートリッジは通気される。ピストンヘッドは、最初、交差方向隔壁から離間して、圧縮
室をシールする。ピストンヘッドをピストンシリンダ内へ摺動的に挿入して交差方向隔壁
に突き当たると、圧縮室内に閉じ込められた空気が薬瓶内に押し進められ、それによって
、その液剤内容物が、通気された薬剤ポンプカートリッジ内に押し進められる。
【００１０】
　第２のタイプの流体移送デバイスは、第１のタイプと類似しており、さらに、最初に予
備充填された薬剤ポンプカートリッジから薬瓶内へ液体内容物を積極的に吸引することを
可能にするために、薬瓶と圧縮室との間の流れ連通を選択的に開閉するための手動操作式
流れ制御装置を備えている。
【００１１】
　本発明を理解し、それが実際にどのように実施され得るのかを理解するために、次に、
好ましい実施形態について、同様の部分に同様の番号を付した添付図面を参照して、単な
る非限定的な例として説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】薬剤ポンプカートリッジと、薬瓶と、本発明の第１の好ましい実施形態にしたが
った流体移送デバイスと、を備えるキットの絵図である。
【図２】薬剤ポンプカートリッジの縦断面図である。
【図３】図１の流体移送デバイスの底部斜視図である。
【図４】図１の線４－４に沿った、その初期セットアップ位置にある図１の流体移送デバ
イスの縦断面図である。
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【図５】図１の線５－５に沿った、その初期セットアップ位置にある図１の流体移送デバ
イスの縦断面図である。
【図６】ピストンヘッドの前部斜視図である。
【図７】ピストンヘッドの正面図である。
【図８】図７の線８－８に沿った、ピストンヘッドの縦断面図である。
【図９Ａ】液剤内容物を薬剤ポンプカートリッジへ移送する前の、図１の流体移送デバイ
スと、薬瓶と、薬剤ポンプカートリッジと、を備える流体移送アセンブリの縦断面図であ
る。
【図９Ｂ】液剤内容物を薬剤ポンプカートリッジへ移送した後の、図１の流体移送デバイ
スと、薬瓶と、薬剤ポンプカートリッジと、を備える流体移送アセンブリの縦断面図であ
る。
【図１０】患者への投与準備ができた液剤内容物で薬剤ポンプカートリッジを充填するた
めの図１のキットの使用方法を示している。
【図１１】薬剤ポンプカートリッジと、薬瓶と、本発明の第２の好ましい実施形態にした
がった、手動操作式流れ制御装置を有する流体移送デバイスと、を備えるキットの絵図で
ある。
【図１２】図１１の流体移送デバイスの分解図である。
【図１３】手動操作式流れ制御装置のＬ字状の流れ制御部材の正面図である。
【図１４】図１３の線１４－１４に沿った、Ｌ字状の流れ制御部材の横断面図である。
【図１５Ａ】初期閉状態にある流れ制御装置を有する図１１の流体移送デバイスと、薬瓶
と、薬剤ポンプカートリッジから薬瓶へ液体内容物を吸引するための薬剤ポンプカートリ
ッジと、を備える流体移送アセンブリの側面図である。
【図１５Ｂ】図１５Ａの線１５Ｂ－１５Ｂに沿った図１５Ａの流体移送アセンブリの縦断
面図である。
【図１６Ａ】最終開状態にある流れ制御装置を有する図１１の流体移送デバイスと、薬瓶
と、液剤内容物を薬瓶から薬剤ポンプカートリッジへ移送する準備ができた薬剤ポンプカ
ートリッジと、を備える流体移送アセンブリの側面図である。
【図１６Ｂ】図１６Ａの線１６Ｂ－１６Ｂに沿った図１６Ａの流体移送アセンブリの縦断
面図である。
【図１７Ａ】患者への投与準備ができた液剤内容物を有する薬剤ポンプカートリッジを充
填するための図１１のキットの使用方法を示している。
【図１７Ｂ】患者への投与準備ができた液剤内容物を有する薬剤ポンプカートリッジを充
填するための図１１のキットの使用方法を示している。
【図１７Ｃ】患者への投与準備ができた液剤内容物を有する薬剤ポンプカートリッジを充
填するための図１１のキットの使用方法を示している。
【図１７Ｄ】患者への投与準備ができた液剤内容物を有する薬剤ポンプカートリッジを充
填するための図１１のキットの使用方法を示している。
【図１７Ｅ】患者への投与準備ができた液剤内容物を有する薬剤ポンプカートリッジを充
填するための図１１のキットの使用方法を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　薬瓶から最初は空の薬剤ポンプカートリッジへの液剤内容物の移送
　図１は、キット１００を示している。キット１００は、最初は空の薬剤ポンプカートリ
ッジ１０Ａと、液剤内容物を収容する薬瓶３０Ａと、薬瓶３０Ａから薬剤ポンプカートリ
ッジ１０Ａへ液剤内容物を移送するための流体移送デバイス４０Ａと、を備えている。流
体移送デバイス４０Ａは、長手方向流体移送デバイス中央線４１を有しており、また、デ
ュアル開放端バレル４２を備えている。
【００１４】
　図２は、薬剤ポンプカートリッジ１０Ａが、長手方向薬剤ポンプカートリッジ中央線１
１を有しており、また、開放端カートリッジチューブ１２と、小径カートリッジ先端１３
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と、中間ネック部１４と、大径カートリッジ後端１６と、を備えていることを示している
。カートリッジ先端１３は、金属バンド１８によって覆われるカートリッジセプタム１７
によって密封シールされる。カートリッジ先端１３は、露出した２ｍｍ～３ｍｍの直径の
円形セプタム面１９を有している。カートリッジ後端１６は、カートリッジ室２２を境界
付けるための摺動可能な駆動プランジャ２１によって密封シールされる。カートリッジ室
２２の容積は、摺動可能な駆動プランジャ２１が完全に挿入され、カートリッジ先端１３
に当接するときのゼロから最大用量ボリュームＶ１まで可変である。
【００１５】
　図１は、薬瓶３０Ａが、長手方向薬瓶中央線３１を有しており、また、金属バンド３４
によって覆われる薬瓶ストッパ３３によって最初は密封シールされる頂部が開口したバイ
アルボトル３２を備えていることを示している。薬瓶３０Ａは、投与目的で、既知の用量
ボリュームＶ２の液剤内容物３６を収容する。液剤内容物３６は、従来の雌薬瓶アダプタ
と、希釈剤または活性液体化合物を収容するニードルレス注射器と、によって用意されて
もよい。
【００１６】
　次いで図３～８を参照すると、デュアル開放端バレル４２は、デュアル開放端バレル４
２を、薬瓶３０Ａに入れ子式に取り付けるための薬瓶ポート４４と、開放端ピストンシリ
ンダ４６と、に区切る交差方向隔壁４３を備えている。薬瓶ポート４４は、薬瓶３０Ａへ
の従来のスナップ嵌めのために内側に向けられた突出部４８を有する撓み部材４７を備え
ている。交差方向隔壁４３は、長手方向中央デュアル内腔穿刺カニューレ４９を有して形
成される。長手方向中央デュアル内腔穿刺カニューレ４９は、流体移送デバイス４０Ａを
薬瓶３０Ａに入れ子式に取り付ける際に薬瓶ストッパ３３を穿刺するために薬瓶ポート４
４内に延在する。デュアル内腔穿刺カニューレ４９は、液体内腔５１と空気内腔５２とを
備えている。液体内腔５１は、空気内腔５２よりも大きな内腔直径を有している。
【００１７】
　流体移送デバイス４０Ａは、ピストンヘッド先端５３Ａと、ピストンヘッド後端５３Ｂ
と、を有するピストンヘッド５３を備えている。ピストンヘッド５３は、ピストンヘッド
先端５３Ａが交差方向隔壁４３とともに圧縮室５４を境界付けるように、ピストンシリン
ダ４６内に摺動的に挿入される。ピストンヘッド５３は、圧縮室５４を貫通するための、
液体内腔５１に摺動的にシール挿入するような形状および寸法を有する長手方向移送チュ
ーブ５６を有して形成される。移送チューブ５６は、流体移送デバイス４０Ａの初期セッ
トアップ位置において液体内腔５１内に挿入される移送チューブ先端５６Ａを備えている
。
【００１８】
　ピストンヘッド５３は、カートリッジ先端１３にぴったりと取り付けるための、交差方
向隔壁４３から離れた薬剤ポンプカートリッジポート５７を有して形成される。薬剤ポン
プカートリッジポート５７は、ピストンシリンダ４６内でのピストンヘッド５３の移動を
安定化させるための径方向に向けられた複数のベーン５８を有して形成される。薬剤ポン
プカートリッジポート５７は、カートリッジ先端１３を摺動的に挿入する際にカートリッ
ジセプタム１７を穿刺するための穿刺カニューレ５９を有して形成される。穿刺カニュー
レ５９は、穿刺カニューレ５９が液体内腔５１に流れ連通するように、移送チューブ５６
に流れ連通する。薬剤ポンプカートリッジポート５７は、カートリッジ先端１３を摺動的
に挿入する際にカートリッジセプタム１７を穿刺するための通気式穿刺カニューレ６１を
有して形成される。通気式穿刺カニューレ６１は、隣接するベーン５８同士の間で通気さ
れる。
【００１９】
　流体移送デバイス４０Ａは、流体移送デバイス４０Ａを薬剤ポンプカートリッジ１０Ａ
に入れ子式に取り付ける際に、ピストンヘッド５３がピストンシリンダ４６内で摺動を開
始する前に薬剤ポンプカートリッジポート５７がカートリッジセプタム１７を穿刺するよ
うに構成される。
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【００２０】
　図９Ａおよび図９Ａは、次のように、流体移送デバイス４０Ａの２つの動作位置を示し
ている。
【００２１】
　図９Ａは、初期セットアップ位置を示している。初期セットアップ位置では、薬瓶ポー
ト４４は、最初は満たされた薬瓶３０Ａに入れ子式に取り付けられ、薬剤ポンプカートリ
ッジポート５７は、最初は空の薬剤ポンプカートリッジ１０Ａに入れ子式に取り付けられ
、ピストンヘッド５３は、交差方向隔壁４３から離間する。移送チューブ先端５６Ａは、
液体内腔５１内にある。圧縮室５４は、閉じ込められた空気を収容する。
【００２２】
　図９Ｂは、最終充填位置を示している。最終充填位置では、ピストンヘッド５３は、交
差方向隔壁４３に当接し、移送チューブ５６は、液体内腔５１内にほぼ完全に挿入される
。ピストンヘッド５３をピストンシリンダ４６内に摺動的に挿入すると、図９Ａに矢印Ａ
で示すように、圧縮室５４内の閉じ込められた空気が薬瓶３０Ａ内に押し進められる。閉
じ込められた空気を薬瓶３０Ａ内に押し進めることによって、矢印Ｂで示すように、液剤
内容物３６が薬瓶３０Ａから薬剤ポンプカートリッジ１０Ａ内に押し進められる。液剤内
容物３６を薬剤ポンプカートリッジ１０Ａ内に押し進めることによって、矢印Ｃで示すよ
うに、通気式穿刺カニューレ６１を通って空気が放出される。摺動可能な駆動プランジャ
２１は、充填手順の間、カートリッジセプタム１７から同じ変位量のところに留まる。
【００２３】
　図１０Ａ～１０Ｄは、薬瓶３０Ａから、最初は空の薬剤ポンプカートリッジ１０Ａ内へ
液剤内容物３６を移送するためのキット１００の使用方法を示している。薬剤ポンプカー
トリッジ１０Ａは、薬剤ポンプカートリッジ１０Ａの充填中に、摺動可能な駆動プランジ
ャ２１がその初期位置から移動しないようにするために、カートリッジ室２２をシールす
るためのカートリッジセプタム１７から最初は離間されるその摺動可能な駆動プランジャ
２１が、既知の用量ボリュームＶ２以上の最大用量ボリュームＶ１を有する状態で供給さ
れる。Ｖ１＝Ｖ２の場合、カートリッジ室２２は、薬剤ポンプの作動時に液剤内容物が薬
剤ポンプカートリッジ１０Ａから即座に圧送されるように、液剤内容物３６によって完全
に満たされる。Ｖ１＞Ｖ２の場合、カートリッジ室２２は、液剤内容物がそこから圧送さ
れる前に薬剤ポンプが最初に薬剤ポンプカートリッジ１０Ａから空気を流出させるように
、液剤内容物３６によって部分的に満たされる。図１０Ａ～１０Ｄは、最大用量ボリュー
ムＶ１と用量ボリュームＶ２とが等しい場合に液剤内容物を移送するためのキット１００
の使用方法を示している。
【００２４】
　図１０Ａは、薬瓶３０Ａを穿刺するために流体移送デバイス４０Ａを薬瓶３０Ａに入れ
子式に取り付ける様子を示している。液体内腔５１および空気内腔５２の両方は、薬瓶ボ
トル３２に流れ連通している。
【００２５】
　図１０Ｂおよび図１０Ｃは、液剤内容物３６を薬瓶３０Ａから薬剤ポンプカートリッジ
１０Ａに移送するための、流体移送デバイス４０Ａおよび薬瓶３０Ａを逆さまにすること
と、流体移送デバイス４０Ａを薬剤ポンプカートリッジ１０Ａに取り付けるための単一の
連続的な挿入ストロークと、を示している。単一の連続的な挿入ストロークは、次のよう
に、２つの連続的な動作を効率的に行う。
【００２６】
　図１０Ｂは、流体移送アセンブリ１０１を形成するために薬剤ポンプカートリッジポー
ト５７をカートリッジ先端１３に取り付ける様子を示している。穿刺カニューレ５９およ
び通気式穿刺カニューレ６１の両方は、カートリッジセプタム１７を穿刺して、カートリ
ッジ室２２に流れ連通する。流体移送アセンブリ１０１は、初期セットアップ高さＨ１を
有している。
【００２７】



(8) JP 6592207 B2 2019.10.16

10

20

30

40

50

　図１０Ｃは、摺動可能な駆動プランジャ２１を移動させることなく、液剤内容物３６を
薬瓶３０Ａから薬剤ポンプカートリッジ１０Ａへ移送するために交差方向隔壁４３に当接
するために、ピストンヘッド５３がピストンシリンダ４６内に完全に挿入された様子を示
している。流体移送アセンブリ１０１は、挿入ストロークの長さだけ最終充填高さＨ２ま
で縮小されている。Ｈ１＞Ｈ２である。
【００２８】
　図１０Ｄは、患者に液剤内容物３６を投与するために薬剤ポンプ内へ挿入するために、
現在充填されている薬剤ポンプカートリッジ１０Ａを流体移送デバイス４０Ａから取り外
す様子を示している。流体移送デバイス４０Ａ、および、現在空になっている薬瓶３０Ａ
は、廃棄されてもよい。
【００２９】
　薬瓶内に液剤内容物を形成するための、予備充填された薬剤ポンプカートリッジから薬
瓶への液体内容物の移送、および、その後の、薬瓶から薬剤ポンプカートリッジへの液剤
内容物の移送
　図１１は、予備充填された薬剤ポンプカートリッジ１０Ｂと、薬瓶３０Ｂと、薬剤ポン
プカートリッジ１０Ｂを液剤内容物で充填するための流体移送デバイス４０Ｂと、を備え
るキット２００を示している。薬剤ポンプカートリッジ１０Ｂは、希釈剤または活性液体
成分の形態の液体内容物２３で予備充填される。薬瓶３０Ｂは、必ず負圧下にあり、粉末
または液体の形態の薬剤３７を収容する。流体移送デバイス４０Ｂは、流体移送デバイス
４０Ａと類似しており、２つの点において流体移送デバイス４０Ａと異なっている。１つ
目は、流体移送デバイス４０Ｂが、液剤内容物３６を薬瓶３０Ｂから薬剤ポンプカートリ
ッジ１０Ｂへ移送するために液剤内容物３６を薬瓶３０Ｂ内に最初に用意して、その後、
最初に薬剤ポンプカートリッジ１０Ｂから薬瓶３０Ｂへ積極的に吸引することをそれぞれ
可能にするために、空気内腔５２を最初に閉じて、空気内腔５２を選択的に開くための手
動操作式流れ制御装置６２を備えている点である。そして、２つ目は、流体移送デバイス
４０Ｂが、好ましくは、薬剤ポンプカートリッジ１０Ｂから薬瓶３０Ｂへの液体内容物の
積極的な吸引の後まで、ピストンヘッド５３の不注意な挿入ストロークを不可能にするこ
とである。
【００３０】
　流体移送デバイス４０Ｂは、空気内腔５２と交差するために、交差方向を向けられた有
底穴６３を交差方向隔壁４３に備えている。有底穴６３は、流体移送デバイス中央線４１
に直交する有底穴中央線６４を有している。流れ制御装置６２は、流れ制御部材シャンク
６７と、流れ制御部材ハンドル６８と、を有する手動回転式Ｌ字状流れ制御部材６６を備
えている。流れ制御部材シャンク６７は、有底穴６３内に延在している。流れ制御部材シ
ャンク６７は、有底穴中央線６４に一致する回転軸線６９を中心として回転可能である。
流れ制御部材ハンドル６８は、デュアル開放端バレル４２と同一平面上にある。流れ制御
部材シャンク６７は、空気内腔５２と交差する流れ制御部材シャンク先端６７Ａを有して
いる。流れ制御部材シャンク先端６７Ａは、回転軸線６９からオフセットされた貫通穴７
１を有して形成される。
【００３１】
　ピストンヘッド後端５３Ｂは、Ｌ字状ストッパ部材７２を備えている。Ｌ字状ストッパ
部材７２は、ピストンヘッド先端５３Ａに向けられた長手方向大Ｌ字状ストッパ部材脚部
７４と、交差方向小Ｌ字状ストッパ部材脚部７３と、を備えている。ピストンシリンダ４
６は、長手方向に向けられたスリット７６を有して形成される。スリット７６は、ピスト
ンヘッド５３の挿入ストロークの長さだけ延在して、ピストンシリンダ４６内に入る。
【００３２】
　図１５Ａおよび図１５Ｂは、空気内腔５２を閉じるための初期閉状態にある流れ制御装
置６２を示している。流体移送デバイス４０Ｂは、薬瓶３０Ｂ内に液剤内容物を形成する
ために液体内容物２３を薬剤ポンプカートリッジ１０Ｂから薬瓶３０Ｂへ移送する前にピ
ストンヘッド５３のピストンシリンダ４６内への不注意の挿入ストロークを不可能にする
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るように構成される。
【００３３】
　図１６Ａおよび図１６Ｂは、流れ制御部材ハンドル６８を半回転させること（これは、
さらに、ピストンヘッド５３のピストンシリンダ４６内への挿入ストロークを可能にする
）によって空気内腔５２を開けるための最終開状態にある流れ制御装置６２を示している
。
【００３４】
　図１７Ａ～１７Ｅは、投与目的での液剤内容物３６の最大用量ボリュームＶ１と用量ボ
リュームＶ２とが等しい場合用のキット２００の使用方法を示している。流体移送デバイ
ス４０Ｂは、流れ制御部材６６が空気内腔５２を閉じ、ピストンヘッド５３が、交差方向
隔壁４３に向けたその挿入ストロークの準備ができ交差方向隔壁４３から離間した状態で
、その初期セットアップ状態にある。
【００３５】
　図１７Ａは、薬剤ポンプカートリッジ１０Ｂを穿刺するために流体移送デバイス４０Ｂ
を薬剤ポンプカートリッジ１０Ｂに入れ子式に取り付ける様子を示している。
【００３６】
　図１７Ｂは、薬剤ポンプカートリッジ１０Ｂの通気によって容易になるように、薬瓶３
０Ｂに入れ子式に取り付けて液体内容物２３を薬剤ポンプカートリッジ１０Ｂから薬瓶３
０Ｂへ移送するために、流体移送デバイス４０Ｂおよび薬剤ポンプカートリッジ１０Ｂを
逆さまにする様子を示している。液体内容物２３は、粉末状薬剤３７を復元して、液剤内
容物３６の用量ボリュームＶ２を形成する。薬剤ポンプカートリッジ１０Ｂ、薬瓶３０Ｂ
および流体移送デバイス４０Ｂは、初期セットアップ高さＨ１を有する流体移送アセンブ
リ２０１を形成する。
【００３７】
　図１７Ｃは、流体移送アセンブリ２０１を逆さまにして、空気内腔５２を開くために流
れ制御部材ハンドル６８を半回転させる様子を示している。
【００３８】
　図１７Ｄは、摺動可能な駆動プランジャ２１を流体移送アセンブリ１０１と類似の態様
で移動させることなく液剤内容物３６を薬瓶３０Ｂから薬剤ポンプカートリッジ１０Ｂへ
移送するための、ピストンヘッド５３のピストンシリンダ４６への挿入ストローク後の流
体移送アセンブリ２０１を示している。流体移送アセンブリ２０１は、最終充填高さＨ２
まで圧縮される。Ｈ１＞Ｈ２である。
【００３９】
　図１７Ｅは、患者に液剤内容物３６を投与するために薬剤ポンプ内に挿入するために、
現在は充填されている薬剤ポンプカートリッジ１０Ｂを流体移送デバイス４０Ｂから取り
外す様子を示している。流体移送デバイス４０Ｂ、および、現在は空の薬瓶３０Ｂは、廃
棄されてもよい。
【００４０】
　本発明の特定の実施形態が図示され説明されたが、本発明の趣旨および範囲から逸脱す
ることなく、様々な他の変更および修正を行うことができることが当業者には明らかであ
ろう。
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